
　（参考様式４） 事業所名       ラポールわかたけ
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

2 48
重度化に伴い、家族や職員のマンパワーだけで
は、外出や地域との関わりが困難になっている。

地域の力を活用し、個々の利用者が自分な
りに、近隣や地域の人々と関わり、交流す
ることが出来る。

①地域交流会を開催（1回／年）
　・利用者の歌声披露する。
　・家族の参加を期待し、家族会に繋げる。
　・ボランティアの方にも参加頂く。
　・認知症ケアの相談・情報共有
②学ぶ機会の提供と相談
　・見学会や相互研修参加（見学者受け入れ）
　・看護実習生受け入れ
　・介護サービス相談員受け入れ
➂個別ケア：希望を叶える日
　　　　　　　　敬老会（米寿の祝い）

12ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

1 22

高齢に伴い、認知症の進行とともに重度化しつ
つあります。看護師の配置がない事業所にとって
は、医療との連携が最も重要で、急変時や事故
発生時に、迅速に医療に繋げる体制作りが必要。

急変時や事故発生時に、全ての職員が迅速
に対応ができ、平時からかかりつけ医、協力
医療機関と急変時対応の確認、相談・診療を
行う体制確保・連携が図れ、利用者が安心し
て治療を受ける事ができる。

　
①かかりつけ医の月2回の訪問診療。
　・健康状態についての相談。(常時）
②協力医療機との定期協議
　・急変時対応の確認。
　・相談・診療を行う体制確保（入院含め）。
　・新興感染症の発生時等の対応の協議。
　・利用者の現病歴等を定期的に情報共有
➂職員教育・訓練
　・急変時対応マニュアルの周知・見直し
　　個別チャート式
　・緊急時の連絡方法・連絡先（特に夜間）
　・心肺蘇生　AED講習（出前講座）受講。
　・応急処置講習受講
　・地域包括支援センターの保健師指導
　　　　　　　　　　　（ガウンテクニック訓練）

12ヶ月
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